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平成22年３月24日 

各      位 
会 社 名 カシオ計算機株式会社 
代表者名 取締役社長 樫尾 和雄 

（コード番号6952 東証第１部） 
問合せ先 常務取締役 財務･IR担当 

髙木 明德 
 (TEL．03－5334－4852) 

 
 

連結子会社の合併ならびに異動のお知らせ 
 

平成 22 年 3 月 24 日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社カシオ日立モバイルコミュ

ニケーションズ（以下、「ＣＨＭＣ」という。）が、平成 22 年 5 月 1 日を効力発生日として、ＮＥＣカシオモ

バイルコミュニケーションズ株式会社（以下、「ＮＥＣカシオモバイル」という。）と吸収合併（以下、「本合

併」といいます。）することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 
これに伴い、ＣＨＭＣは当社の連結子会社に該当しないこととなり、ＮＥＣカシオモバイルは当社の持分法

適用関連会社となります。 
 

記 
 
１．合併の目的 

平成21年9月14日付の「ＮＥＣの携帯電話端末事業とカシオ日立モバイルコミュニケーションズの事

業統合について」においてお知らせしましたとおり、当社、株式会社日立製作所（以下、「日立製作所」

という。）、および日本電気株式会社（以下、「ＮＥＣ」という。）の 3 社は、各社の携帯電話端末事業を

統合し、合弁事業として運営していくことになりました。 
合弁新会社は、ＮＥＣの携帯電話端末事業部門であるモバイルターミナル事業本部とＣＨＭＣの販売・

開発・製造・保守等の全事業を統合し、両社の高い技術開発力と商品企画力により、強い競争力のある

商品群を持つ会社となります。また、今後の成長分野として期待される新領域に対しては、ＮＥＣのＩ

Ｔ・ネットワーク技術を活かしたビジネス・コンシューマ向けサービスと連携した商品開発力、ＣＨＭ

Ｃのコンシューマ向け商品の技術力および企画力という両社の異なる得意分野や注力分野を組み合わせ

ることによって、シナジーを創出し魅力ある商品を開発してまいります。 
当社、日立製作所、およびＮＥＣの 3 社は、今回の事業統合により、（1）売上拡大、資材、保守など

様々な事業領域での統合シナジーの実現、（2）技術資産・ノウハウ、リソースの一体活用による開発力

強化を図り、各社の商品ブランドを活かしながら、国内並びに海外における事業基盤を強化し、より高

い競争力を確立してまいります。 

 
 
２．合併の要旨 
（１）合併の日程 

合 併 契 約 承 認 取 締 役 会 決 議 日 平成22年3月24日 

合 併 契 約 締 結 日 平成22年3月24日 

合 併 契 約 承 認 株 主 総 会 平成22年4月21日（予定） 

合 併 の 効 力 発 生 日 平成22年5月1日（予定） 
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（２）合併方式 
ＮＥＣカシオモバイルを存続会社、当社の連結子会社であるＣＨＭＣを消滅会社とする吸収合併方式で

す。 

 
（３）合併に係る割当ての内容 

ＮＥＣカシオモバイルは、本合併に際し、ＮＥＣカシオモバイルの普通株式3,400株を発行し、効力発

生日前日のＣＨＭＣの最終の株主名簿に記載された株主に対し、同日における当該株主のＣＨＭＣに対

する持株比率に応じてＮＥＣカシオモバイルの普通株式を割当交付いたします。 
 
 
３．合併に係る割当ての内容の算定根拠等 
（１）算定の基礎および経緯 

 当社、日立製作所、ＣＨＭＣ、およびＮＥＣは、本合併に用いられる合併比率の検討に際し、当社、

日立製作所、およびＣＨＭＣはダフ・アンド・フェルプス株式会社を、ＮＥＣはデロイトトーマツＦＡ

Ｓ株式会社を、それぞれ第三者機関として起用し、合併比率の算定を依頼した上で、その算定結果を参

考にＣＨＭＣおよびＮＥＣの携帯電話端末事業を承継した場合のＮＥＣカシオモバイルの財務状況、資

産の状況、将来の見通し等を総合的に勘案し、協議を重ねた結果、上記記載の合併比率とすることを決

定いたしました。 

 
（２）算定機関との関係 

算定機関であるダフ・アンド・フェルプス株式会社およびデロイトトーマツＦＡＳ株式会社は、いず

れも当社、日立製作所、ＣＨＭＣ、ＮＥＣおよびＮＥＣカシオモバイルの関連当事者には該当いたしま

せん。 
 
４．合併当事会社の概要 

（１） 名 称 
ＮＥＣカシオモバイルコミュニ

ケーションズ株式会社 
（存続会社） 

株式会社カシオ日立モバイルコミュ

ニケーションズ 
（消滅会社） 

（２） 所 在 地 
神奈川県川崎市中原区下沼部1753

番地 
東京都東大和市桜が丘 2-229-1 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 山崎 耕司 代表取締役社長 大石 健樹 

（４） 事 業 内 容 
携帯電話端末の開発、製造、販売

および保守 

携帯電話端末の開発、設計、製造、

調達、品質保証、販売およびサービ

ス等 
（５） 資 本 金 20百万円 3,000百万円 

（６） 設 立 年 月 日 平成21年12月22日 平成16年4月1日 

（７） 発 行 済 株 式 数 20株 60,000株 

（８） 決 算 期 3月 3月 

（９） 大株主及び持株比率 日本電気株式会社：100% 
カシオ計算機株式会社：51％、 
株式会社日立製作所：49％ 

（10） 最近3年間の経営成績及び財政状態 

ＮＥＣカシオモバイル CHMC 
決算期 平成19年

3月期 
平成20年

3月期 
平成21年

3月期 
平成19年

3月期 
平成20年

3月期 
平成21年

3月期 

 純 資 産 ― ― ― 15,499 15,400 2,864

 総 資 産 ― ― ― 65,791 62,761 61,063

 1 株 当 た り 純 資 産 ( 円 ) ― ― ― 258,323 256,662 47,733
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 売 上 高 ― ― ― 159,308 156,571 156,750

 営 業 利 益 ― ― ― 5,184 1,068 959

 経 常 利 益 ― ― ― 4,511 △366 63

 当 期 純 利 益 ― ― ― 3,126 △100 △12,536

 1 株当たり当期純利益 ( 円 ) ― ― ― 52,106 △1,661 △208,929

 1  株  当  た  り  配当金 (円 ) ― ― ― ― ― ― 
ＮＥＣカシオモバイルは、平成21年12月22日設立のため、最近3年間の経営成績及び財政状態はありません。 

（単位：百万円。特記しているものを除く。） 

 
 
５．合併後の状況 

  吸収合併存続会社 
（１） 名 称 ＮＥＣカシオモバイルコミュニケーションズ株式会社 
（２） 所 在 地 神奈川県川崎市中原区下沼部1753番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 山崎 耕司 
（４） 事 業 内 容 携帯電話端末の開発、製造、販売および保守 
（５） 資 本 金 10億円（※） 

（６） 決 算 期 3月 

※ 資本金の 10 億円には、本合併の効力発生日において先行してＮＥＣが行う吸収分割による資本金の増加

分を含みます。 
 
６．今後の見通し 

本件に伴い、平成 22 年 3 月期の連結決算において、特別損失約 25 億円を計上いたします。業績予想に

ついては、当該影響額を織り込み済みであり、公表通り変更ありません。 

 
以 上 

 


